
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

開放圧の異なる複数の逆止弁を備えた管状の流量制御部と、該流量制御
部の逆止弁の中から注入速度を調整する逆止弁を選択する

とを
含んでなる薬液注入器の注入速度調整装置。
【請求項２】
　前記逆止弁選択手段が、ロッドの外周に回動自在に設けられた雌型螺合手段を備えてお
り、該雌型螺合手段は、前記流量制御部の基端に設けられた雄型螺合手段と係合し、これ
を回動させることによりロッドを前記流量制御部の管腔内で移動させる請求項 に記載の
注入速度調整装置。
【請求項３】
　直列に配置されたアンブレラタイプの開放圧の異なる複数の逆止弁を備え

逆止弁は、軸上に薬液流路を有しており、該薬液流路の１つ
が前記逆止弁選択手段により遮断されたときに、前記薬液流路の遮断された逆止弁が逆止
弁として機能するようにされ 液注入器の注入速度調整装置。
【請求項４】
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上流側から下流側に開放圧が高い順に直列に配置されたダックビルタイプの複数の逆止
弁を備えると共に

と共に前記流量制御部の管腔に
その上流側から挿着されて前記逆止弁を貫通可能な管状のロッドを含んでなり、該ロッド
により貫通されない最も上流側の逆止弁により注入速度が調整される逆止弁選択手段

１

た管状の流量
制御部と、該流量制御部の逆止弁の中から注入速度を調整する逆止弁を選択する逆止弁選
択手段とを含むと共に、前記

た薬



　前記逆止弁選択手段が、前記流量選択部の側壁に設けられた薬液流路閉塞手段である請
求項 に記載の注入速度調整装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、薬液リザーバー内に収容された例えば麻酔薬や鎮痛薬、抗癌剤、抗生物質等の
薬液を、患者の体内に、ゴム弾性体の収縮力や、バネの伸張力、陰圧チャンバーによる押
圧力等を利用して微量注入する、薬液注入器の注入速度調整装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ゴム弾性体の収縮力等を利用して薬液リザーバーを加圧し、薬液リザーバー内の薬液を患
者の体内に微量注入する薬液注入器は、従来、注入速度を調整するために細管を利用して
おり、薬液の流量を細管の管路抵抗により減衰させていた。従って、注入速度は細管の内
径や長さを調節することにより、任意の値に調節することができるので、通常、１つのリ
ザーバーに細管 1つを設けて注入速度を設定したものが販売されていた。
しかしながら、近年、患者の容態の変化に対応して、薬液注入の途中で注入速度を変更す
る必要が生ずることがあり、このような注入途中での速度変更のために、本願出願人は既
に、制御速度の異なる複数の細管を夫々活栓に接続し、活栓を切り換えることで速度を可
変にしたもの（特開平９－２８０３９４号公報、特開平１０－２８７４１号公報）や、複
数の細管を並列に配列し、夫々の細管をクランプで開閉することにより速度を可変にした
もの（特開平１０－１１３３８６号公報など）等を提案している。
【０００３】
しかしながら、上記のような方法は、薬液の流路が非常に複雑であり、細管の流入速度を
設定する操作も比較的難しいものであった。また、リザーバーの加圧力を細管の管路抵抗
により減衰させる方式の薬液注入器は、±１０％以内と比較的正確に流量の微調整が可能
なものではあるが、細管自身は、注入速度の精度が管の内径の公差に影響されるため、非
常に精密なものであり、従って、これを複数本使用することは、コスト的にも非常に高く
つくものであった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は如上の事情に鑑みてなされたもので、注入速度の設定操作が容易であり、コスト
的に大幅に改良された薬液注入器の注入速度調整装置を提供することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者は、上記の課題を解決するために鋭意検討の結果、流路に開放圧の異なる複数の
逆止弁を直列または並列に配置し、これらの逆止弁の中から、調整しようとする流量に合
わせて逆止弁を選択すれば良いことに想到し、本発明を完成した。すなわち、本発明は、

開放圧の異なる複数の逆止弁を備えた管状の流量制御部と、該流量制御部
の逆止弁の中から注入速度を調整する逆止弁を選択する

とを含
んでなる薬液注入器の注入速度調整装置である。ここで、ロッドを含む逆止弁選択手段は
、ロッドの外周に回動自在に設けられた雌型螺合手段を備えており、この雌型螺合手段が
、流量制御部の基端に設けられた雄型螺合手段と係合し、これを回動させることによりロ
ッドを流量制御部の管腔内で移動させるようにしたものが好ましい。
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３

上流側から下流側に開放圧が高い順に直列に配置されたダックビルタイプの複数の逆止弁
を備えると共に

と共に前記流量制御部の管腔にそ
の上流側から挿着されて前記逆止弁を貫通可能な管状のロッドを含んでなり、該ロッドに
より貫通されない最も上流側の逆止弁により注入速度が調整される逆止弁選択手段

また、本発明は、直
列に配置されたアンブレラタイプの開放圧の異なる複数の逆止弁を備えた管状の流量制御
部と、該流量制御部の逆止弁の中から注入速度を調整する逆止弁を選択する逆止弁選択手
段とを含むと共に、前記逆止弁は、軸上に薬液流路を有しており、該薬液流路の１つが前
記逆止弁選択手段により遮断されたときに、前記薬液流路の遮断された逆止弁が逆止弁と



であってもよい。この場合、逆
止弁選択手段としては逆止弁の薬液流路を閉塞するする手段が採用され、逆止弁の薬液流
路の１つが逆止弁選択手段により閉塞されたときに、その薬液流路の閉塞された逆止弁が
逆止弁として機能するようになっている。このような薬液流路閉塞手段として機能する逆
止弁選択手段は、流量選択部の側壁に設けられるのが好ましい。
【０００６】
【発明の実施の形態】
次に本発明の実施例について図面に基づいて説明する。
図１は本発明の一実施例を示す縦断面図であり、図 2は図１に示す注入速度調整装置の作
用を説明するための図である。また、図 3は本発明の他の実施例を示す図であり、図 4は図
3に示す注入速度調整装置の作用を説明するための図である。また、図５は図 1に示す注入
速度注入装置を用いた薬液注入器の一例を示す図である。
図１および図３に示すように、本発明の注入速度調整装置は、開放圧の異なる複数の逆止
弁を備えた管状の流量制御部１、１０と、この流量制御部１、１０の逆止弁の中から注入
速度を調整する逆止弁を選択する逆止弁選択手段２、２０、とを含んでなる。
【０００７】
　図１に示す注入速度調整装置は、上流側から下流側に開放圧が高い順に直列に配置され
たダックビルタイプの複数の逆止弁１３、１４、１５を備えた管状の流量制御部１と、こ
の流量制御部１の管腔１２１、１１１にその上流側から挿着されて、逆止弁１３、１４、
１５を貫通可能な管状のロッド２１を含んでなる逆止弁選択手段２からなり、ロッド２１
により貫通されない最も上流側の逆止弁１３、１４または１５により注入速度が調整され
る。
　流量制御部１は、先端部１１と基端部１２からなる管状体であって、先端部１１の管腔
１１１に上流側（基端側）から下流側（先端側）に開放圧が高い順に直列に配置された、
ダックビルタイプの複数の逆止弁１３、１４、１５を備えてなるもので、先端部１１には
コネクター３に接続される接続チューブ３１が取り付けられ、基端部１２の管腔１２１は
逆止弁選択手段２のロッド２１の嵌合部分と相補的な形状に形成されている。基端部１２
には、その基端に、逆止弁選択手段２に設けられた後述の雌型螺合手段２２と係合して、
逆止弁選択手段２を流量制御部１に固定する雄型螺合手段１２２が設けられており、この
雄型螺合手段１２２より先端側には、最も開放圧の高い逆止弁１３に近接して、挿入され
たロッド２１と密接してロッド２１の外壁と基端部１２の管腔１２１の間を液密にシール
する １６が設けられている。
【０００８】
逆止弁選択手段２は、先端と基端を有しており、流量制御部１の上流側から挿着されて逆
止弁１３、１４、１５を貫通可能な中空ロッド２１と、このロッド２１の基端部外周に回
動自在に取り付けられた雌型螺合手段２２を備えている。逆止弁選択手段２の基端には、
図 5に示す流量制御装置 4に接続される接続チューブ４１が接続されており、流量制御装置
４から流出した薬液は、接続チューブ４１を通ってロッド２１の内腔２１５に流入する。
ロッド２１は流量制御部１に挿着される先端側の相対的に径の小さい部分２１１と、雌型
螺合手段２２が取り付けられる基端側の相対的に径の大きい部分２１２からなる中空部材
である。雌型螺合手段２２はこのロッド２１の周りを回動自在であり、ロッド２１の基端
に設けられた環状突起２１３と、この突起２１３から先端側に所定距離隔てて設けられた
環状リブ２１４の間で移動可能になっている。
注入速度調整装置Ｃは、図 5に示すような薬液注入器において流量制御装置４の下流に配
置され、リザーバー７から吐出され流量制御装置４で所望の流量に制御された薬液の流量
を調整する。図中、３はコネクター、３１、４１、５１、７１は接続チューブ、５はフィ
ルター、６はクランプである。
【０００９】
次に、図 1に示す注入速度調整装置による注入速度の調整について、図 2を用いて説明する
。
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して機能するようにされた薬液注入器の注入速度調整装置

Ｏリング



（Ａ）は逆止弁選択手段２のロッド２１により逆止弁１３、１４、１５のどれも貫通され
ていない場合であり、注入速度は最も開放圧の高い、最も上流に位置する逆止弁１３によ
って調整される。
（Ｂ）は逆止弁選択手段２のロッド２１により逆止弁１３のみが貫通された場合であり、
注入速度はより開放圧の高い逆止弁１４によって調整される。
（Ｃ）は逆止弁選択手段２のロッド２１により逆止弁１３と１４が貫通された場合であり
、注入速度は最も下流の逆止弁１５によって調整される。
（Ｄ）は逆止弁選択手段２のロッド２１により逆止弁１３、１４、１５がすべて貫通され
た場合であり、注入速度は調整されない。
【００１０】
次に、本発明の他の実施例について説明する。
流量制御部１０は、図 3に示すように、直列に配置されたアンブレラタイプの開放圧の異
なる複数の逆止弁１０２、１０３、１０４を備え、かつこの逆止弁１０２、１０３、１０
４が、軸上に薬液流路１０４、１０５、１０６を有してなるものであってもよい。この場
合、逆止弁選択手段２０としては逆止弁１０２、１０３、１０４の薬液流路１０４、１０
５、１０６を閉塞する手段２０１、２０２、２０３が採用され、逆止弁１０２、１０３、
１０４の薬液流路１０４、１０５、１０６の１つが逆止弁選択手段２０により閉塞された
ときに、その薬液流路１０４または１０５、１０６の閉塞された逆止弁１０２または１０
３、１０４が逆止弁として機能するようになっている。このような薬液流路閉塞手段２０
１、２０２、２０３として機能する逆止弁選択手段２０は、流量選択部１０の側壁に設け
られるのが好ましい。
【００１１】
次に、図３に示す注入速度調整装置による注入速度の調整について、図４を用いて説明す
る。
（Ａ）は薬液流路閉塞手段２０１により逆止弁１０１の薬液流路１０４が閉塞された場合
であり、注入速度は逆止弁１０１の開放圧によって調整される。
（Ｂ）は薬液流路閉塞手段２０２により逆止弁１０２の薬液流路１０５が閉塞された場合
であり、注入速度は逆止弁１０２の開放圧によって調整される。
（Ｃ）は薬液流路閉塞手段２０３により逆止弁１０３の薬液流路１０６が閉塞された場合
であり、注入速度は逆止弁１０３の開放圧によって調整される。
【００１２】
〔実施例１～２〕
図１に示すタイプの注入速度調整装置において、逆止弁１３、１４、１５の開放圧の組み
合わせを、夫々、２．５ｋ Pa、５ｋ Pa、１０ｋ Paにした場合（実施例１）と、１２．５ｋ
Pa、２５ｋ Pa、３０ｋ Paにした場合（実施例２）で、リザーバーの加圧力を６０ｋ Paに設
定して流量の減少率を測定したところ、表１に示すような結果が得られた。弁の開放圧２
．５ｋ Paにつき約４．２％の流量の減少が認められる。
【００１３】
【表１】
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【００１４】
【発明の効果】
以上説明してきたことから明らかなように、本発明の注入速度調整装置を採用することに
より、薬液注入器の注入速度の設定操作が容易になる。また、薬液注入器の注入速度調整
装置を安価に提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施例を示す縦断面図である。
【図２】　図１に示す注入速度調整装置の作用を説明するための図である。
【図３】　本発明の他の実施例を示す図である。
【図４】　図 3に示す注入速度調整装置の作用を説明するための図である。
【図５】　図 1に示す注入速度注入装置を用いた薬液注入器の一例を示す図である。
【符号の説明】
１　流量制御部
１１　管状体
１１　先端部
１１１　先端部の管腔
１２　基端部
１２１　基端部の管腔
１２２　雄型螺合手段
１３、１４、１５　逆止弁
１６　Ｏリング
２　逆止弁選択手段
２１　管状体
２１１　相対的に径の小さい部分
２１２　相対的に径の大きい部分
２１３　環状突起
２１４　環状リブ
２１５　内腔
１０　流量制御部
１０１、１０２、１０３　逆止弁
１０４、１０５、１０６　薬液流路
２０　逆止弁選択手段
２０１、２０２、２０３　薬液流路閉塞手段
３　コネクター
４　流量制御装置
５　フィルター
６　クランプ
７　リザーバー
３１、４１、５１、７１　接続チューブ
Ｃ　注入速度調整装置
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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